
13S525-M7100

品　名No. 品　番 備　考個数

②

③

①②③

　・スパナ（10mm）、マイナスドライバー、保護テープ

①

品  番

0852D - 6 0220

構成部品

取り付けに必要な工具・部品等

プロジェクションカーテシイルミ
〈RRドア左側〉

プロジェクションカーテシイルミ
〈RRドア右側〉

プロジェクションカーテシイルミ
〈FRドア〉

識別記号［オ7R］

識別記号［オ8L］

識別記号［オ6］0852D-60230

取付要領書
プロジェクションカーテシイルミ

0852D-60240

0852D-60250
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ドアミラー・ドアロック・パワーウインドウ等、電気系統の作動確認を実施してください。

始業点検

●バッテリーの（ー）側ケーブルをはずす

取 り 付 け る 前 に 配 線 は

(1) 車を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪止めを確実に行ってください。

(2) 下回り作業中は安全に配慮し、エンジン始動及び乗車は絶対にしないでください。

(3) 車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう 
 部品毎に整理し、復元作業時には間違いのないように配慮してください。また、車両及び取りはず 
 した部品に傷を付けないよう取り扱いには充分注意してください。

(4) バッテリー復元作業終了後、車両機能部品に初期化が必要な部品がありますので、作業終了後は必 
 ず初期化作業を行ってください。

(5) 貼り付け面に油脂分や汚れが付いていますと脱落、剥がれの原因になりますので、脱脂剤等【イソ 
 プロピルアルコール（IPA）純度100%推奨】で充分に拭き取り、脱脂してください。

(6) 脱脂剤等【イソプロピルアルコール（IPA）純度100%推奨】を使用する際は、火気に充分注意して

 ください。

●コネクターは本体を持ってはずす ●コネクターは確実に接続する

取り付け上の注意事項

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています

…警告事項を守らないと生命の危機、または重大な傷害につながる恐れがあることを記載しています。

…スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています。

…注意事項を守らないと車両や装備品が破損する等の恐れがあることを記載しています。

…注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたりする等の恐れがあることを記載しています。

警告

注意

注意

バッテリー接続中に作業を行う場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう充分注意してください。

注意
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取り付け要領

識別記号
 FRドア［オ6］
 RRドア右側［オ7R］
 RRドア左側［オ8L］

プロジェクションカーテシイルミ

保護テープ

FRドア

〈左側〉

Front

Front

カーテシランプASSY保護テープ

印 :ツメ位置

コネクター結合部

コネクター結合部

マイナスドライバー

マイナスドライバー

〈右側〉

カーテシランプASSY

保護テープ

RRドア

〈左側〉

Front

保護テープ

印 :ツメ位置

コネクター結合部

コネクター結合部

マイナスドライバー

マイナスドライバー

Front

〈右側〉
カーテシランプASSY

カーテシランプASSY

カーテシランプ ASSY の取りはずし

1.	 カーテシランプ ASSY の周りに傷付き防止用
の保護テープを貼る。

2.	 保護テープを巻いたマイナスドライバーを使
用して、カーテシランプ ASSY 右側のツメの
嵌合をはずす。

3.	 コネクターを切り離し、カーテシランプ
ASSY を取りはずす。

破損防止の為、必ずカーテシランプ ASSY の
右側から取りはずしてください。

 注 意

プロジェクションカーテシイルミの取り付け

プロジェクションカーテシイルミ上面の識別
記号を確認し、取付位置の間違いに注意して
ください。取付位置を間違った場合、正しく
照射しません。

 注 意
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復元作業

開 点灯

プロジェクションカーテシイルミドア

閉 消灯

作動確認

コネクター結合部

ツメ

プロジェクション
カーテシイルミ

ドアトリム

①

②

プロジェクション
カーテシイルミ

1.	 コネクターを接続し、プロジェクションカー
テシイルミを取り付ける。

ツメの位置を確認し、カーテシランプ ASSY
取りはずし前と同じ方向に取り付けてくださ
い。

 注 意

コネクター結合部側を先にドアトリムに差し
込み、ツメ側を押すとスムーズに取り付ける
ことができます。

 アドバイス

バッテリー復元作業終了後に、車両システムによっては初期化が必要な場合があります。
車両修理書を参考に初期化作業を行ってください。
※車両システムの初期化には、GTS+等のツールが必要な場合があります。

バッテリー復元時の注意事項

1.	 取り付けの確認
	 作動確認の前に、配線や取り付けに異常がないことを確認してください。
2.	 作動確認
	 車両ドアの開閉に連動して作動することを確認してください。


